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　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境方針

　赤穂発電所に従事するものは、『環境』や『資源の有限性』を常に考える
「地球市民」であるとの共通認識を持ち、地域の皆さまとの共生を基本とした
事業活動を通じ、環境負荷の低減および省資源・省エネルギーの推進など、地
球環境の保全に貢献するため、次の活動を推進していく。

行動指針

１．環境方針、環境に関する法規制および関係自治体との協定を順守する。
２．資源・エネルギーの効率的利用およびリサイクルならびに廃棄物低減を積
       極的に展開し、環境保全および汚染の予防に徹する。
３．桜まつりなどのイベントをとおして、地域の方々とのふれあいづくりに
        努めるとともに、発電所周辺の美化活動に努める。
４．常に実効のある環境管理活動を維持するため、管理システムの継続的な
       改善に努める。
５．本環境方針を赤穂発電所に従事するものへ周知し、意識の高揚と教育訓練
      等により環境負荷の低減に努める。

環境目的

　地球温暖化ガス排出抑制に取り組む。

意見具申
指導

環境管理責任者補佐

　副所長（品質・安全）

平成２３年度自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

取組



目標の実施状況                          （平成２３年度） 

取組目標 具体的取組内容 取組結果 今後の取組計画 

省エネルギー活動

の継続推進 
 

●蒸気ドレントラップ早期修

繕によりエネルギー使用量

の削減を図った。 

◆不具合（連続動作）

が発生した蒸気ドレン

トラップ早期修繕によ

り、原油換算値で

1.1kL削減 
 

● 不具合（連続動作）

が発生した蒸気ド

レントラップ早期

修繕による燃料使

用量を削減する。

（継続実施） 

●低負荷時に補機の減台によ

りエネルギー使用量の削減

を図った。 

◆補機の停止により、

原油換算値で25,183.7 
kL削減 

 
 
 
 
 
 
 
● 今後は、恒常管理

として取組むこと

とする。 

●２号機 DSS 時の復水器真
空破壊運用による補機停止

によりエネルギー使用量の

削減を図った。 

◆補機の停止により、

原油換算値で 5,904.1 
kL削減 
 

●燃料ポンプ室換気ファン減

台運用によりエネルギー使

用量の削減を図った。 

◆油種による運転台数

を明確化し、減台運転

により、原油換算値で

75,562.7kL削減 

●ユニット停止時に給水ポン

プ主油ポンプ停止運用を確

立し、エネルギー使用量の

削減を図った。 

◆主油ポンプ停止運用

を確立による停止運転

により、原油換算値で

11,394.9kL削減 

●雑用水ポンプの停止運用を

確立し、エネルギー使用量

の削減を図った。 

◆雑用水ポンプ停止運

用を確立による停止運

転により、原油換算値

で 51,515.9kL削減 

●補助ボイラの最適運用によ

る省エネルギー 
 ● 【新規取組み】夏

季ユニット全台停

止時も、補助ボイ

ラを連続運転して

いるが間欠運転の

可否を見極める。

 
 



   

省エネルギー活動

の継続推進 
●保守ツール関連機器の電源

切りによりエネルギー使用量

の削減を図った。 

◆関連機器の電源切り

により、原油換算値で

390.7kL削減 

●今後は、恒常管理と

して取組むこととす

る。 

安心され、信頼され

る環境先端企業を

目指した取り組み 

●環境家計簿の普及促進する

ことで環境意識の高揚を図

る。 

◆環境家計簿の慫慂を

行った。 
●継続して環境家計

簿の慫慂に取組む。

（継続実施） 
廃棄物３Ｒの推進 ●廃棄物の再資源化率目標の

９５％以上に取り組んだ。 
◆金属屑、ガラス陶器

屑、廃プラ、廃アルカ

リ、汚泥（石膏屑）の

再資源化により、再資

源化率ほぼ 100％ 
◆ばいじん、燃え殻、

排水汚泥、副生石膏な

どを含めると再資源化

率ほぼ 100％達成 

●継続して廃棄物３R
推進に取り組む。（継

続実施） 
 

事務所電気使用量

の削減 
 

●事務所の不要照明の消燈に

よる消費電力削減。（昼休み）

 
●夏季（7/1～9/22）の節電対
策として、昼間空調停止およ

びｴﾚﾍﾞｰﾀの部分停止等による

消費電力削減。 

◆消費電力削減量 
 2.04MWｈ／年 
 
 
◆消費電力削減量 
 0.25 MWｈ／年 
 

● 継続して事務所電

気使用量の削減に

取り組む。 
 

用紙購入量の削減 
 

●電子メールの活用、 
および片面使用済み回収ボッ

クスを設置し、裏面の活用等

により用紙購入量の削減に取

り組んだ。 
 

◆２３年度実績では、 
4,532 kgであり対前年 
比：35.7％（1,192 
ｋｇ）増となった。 
 
 

●前年度実績を踏ま

え継続して取組む。 
 
 
 

 
燃費向上対策の推

進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●アイドリングストップ運動

の推進 
●ワンボックス車を採用し利

用者数に合わせて車両運行の

効率化に取り組んだ。 

◆23 年度実績の車両
燃費は、5.21ｋｍ／
L で 22 年度実績の
5.43ｋｍ／L を若干
下回った。 

 

●継続して、車両運行

の効率化とアイドリ

ングストップ運動を

推進する。 
 
 
 
 
 
 
 

取組目標 具体的取組内容 取組結果 今後の取組計画 



取組目標 具体的取組内容 取組結果 今後の取組計画 

オフィス用品のグ

リーン購入率の向

上 

●購入手続き時のエコチェッ

クおよび契約時グリーン購入

法適合商品の慫慂に取り組ん

だ。 

◆平成 23 年度のオフ
ィス用品のグリーン購

入率 100%であった。 

●継続して、グリーン

購入法適合商品を購

入する。 

 


